






























































































































なかった。歯周状態は WHO プローブを用いて１歯につき 6 点の歯周ポケッ
トについて以下の基準で診査し、最高コード値を記録した。コード 0:炎症の
歯肉に炎症の所見が認められない、コード 1:プロービング後に出血が認めら




を含む）、コード 3:歯周ポケットの深さが 4mm 以上、6mm 未満、コード
4:歯周ポケットの深さが 6mm 以上。なお事前に歯周検査を担当する４名の歯
科医師がキャリブレーションを行い、さらに 6 人の被験者の CPI 対象 10 歯


















































































脂肪が 150mg/dl 以上かつ/もしくは HDL コレステロールが男性 40mg/dl、
女性 50mg/dl 未満の場合に異常値とした。腹囲に関してのみ欧米とは体格が
異なるため、2005 年版の ATPⅢ 基準で設定されているアジアの診断基準で
ある男性 90cm、女性 80cm 以上を異常値とした。上記の血圧、血糖値、中性
脂肪、HDL コレステロール、腹囲の５項目のうち３項目以上で異常値を示す

















































































































































































科本学会の 8 学会が 2005 年 4 月にまとめた内臓脂肪蓄積（内臓脂肪面積
100cm2 以上）のマーカーとして、ウエスト周囲腹径が男性で 85cm、女性で
90cm 以上を必須項目とし、その中で①血清脂質異常（トリグリセリド値
150mg/dl 以上、または HDL コレステロール値 40mg/dl 未満）、②血圧高値
（最高血圧 130mmHg 以上、または最低血圧 85mmHg 以上）、③高血糖（空
腹時血糖値 110mg/dl）の 3 項目のうち 2 つ以上を有する場合を MetS と診断
すると規定している 48)。一方海外では、国際糖尿病連合（IDF）と米国コレ
ステロール教育プログラム(NCEP)が中心となって 2009 年度に、国際統一基
準として中性脂肪で 150 ㎎/dl 以上かつ/もしくは HDL コレステロールで男
性 40 ㎎/dl、女性 50 ㎎/dl 未満、収縮期血圧で 130mmHg 以上かつ/もしくは
拡張期血圧で 85mmHg 以上の値の場合、空腹時血糖 100 ㎎/dl 以上、腹囲男
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